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令和元年度時間外労働等改善助成金事業：第４回委員会議事録 

（好事例の収集・普及啓発事業第１回委員会） 

作成者：事務局 池田 努 

実施日 令和元年 11 月 8 日（金） 13：30～16：15 

実施場所 一般社団法人 日本寝具寝装品協会 会議室 

出席者 

計 10 名 
 

・委員 7名 

・オブザーバー 

3名 

 

(敬称略) 

委員：（7 名） 

ＷＡＴＥＸ株式会社 代表取締役社長 野村 史郎 

日本羽毛製品協同組合 専務理事 山本 正雄（委員長） 

大恵ウール株式会社 常務取締役 西岡 一則 

  西川株式会社大阪オフィス 生産管理・物流部課長 戸次 保 

  西川株式会社 東京オフィス システム企画部課長 山本 重次郎 

一般社団法人日本寝具寝装品協会 専務理事 奥谷 孝良 

一般社団法人日本寝具寝装品協会 事務局長 池田 努 

オブザーバー：（3 名） 

  東レインターナショナル 電子情報材料部   瀬尾  尚也  中野 啓史 

  （株）繊維情報システムセンター 代表    金谷 範之 

検討項目 ① 好事例・普及啓発事業に係わる委託業務についての検討 

② 開発システムの紹介ビデオ制作についての検討 

③ 構築システムの効果検証作業内容、見学・説明会の内容検討 

④ ＲＦＩＤ導入への課題について 

⑤ ＲＦＩＤタグとタグのデザイン案の検討 

⑥ 市場調査（アンケート調査）の進捗状況報告 

⑦ 開発システム（トレーサビリテｲ情報提供システム、返品処理システム、ＰＯＳシ

ステムのＲＦＩＤ処理対応）の検討（Ⅱ） 

⑧ ＲＦＩＤ技術の活用事例の調査報告 

⑨ その他（今後の事業推進スケジュール等について） 

 

配布資料 ・資料 4－1：好事例・普及啓発事業に係わる委託業務の見積依頼書（案） 

・資料 4－2：開発システム紹介用ビデオ制作に係わる見積依頼書（案） 

・資料 4－3：システム実証実験・見学会の検討資料 

・資料 4－4：ＲＦＩＤ導入への課題 

・資料 4－5：ＲＦＩＤタグ・デザインイメージ 

・資料 4－6：Ｊ－ＲＦＩＤ－ＳＹＳＴＥＭの機能仕様書（抜粋） 

・資料 4－7：ＲＦＩＤ活用事例（調査報告） 

 

（会議の内容） 

 本年度の時間外労働等改善助成金事業「第 4 回委員会（好事例の収集・普及啓発事業第１回委員

会）」は委員 7 名、オブザーバ 3 名、計 10 名の出席により、山本委員長（日本羽毛製品協同組

合）の司会のもと、以下の審議・検討を行った。 

 

1． 好事例・普及啓発事業に係わる委託業務についての検討 

  ① 事務局より「資料：4-1」を基に、好事例・普及啓発事業に係わる下記 3 点の作業委託に関し

説明を行った。 

a． 普及啓発のためのシステム効果検証作業の実施、実業務に合わせた稼動試験の実施、報告書

の作成業務 
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b． 好事例集の作成業務（ＲＦＩＤによる寝具寝装品業界のトレーサビリティ情報提供業務の効

率化、販売時点業務の効率化、返品処理業務の効率化についての事例集の作成） 

c． Ｗｅｂによる事例紹介コンテンツの作成業務 

 ② 説明後の検討の結果、以下の業務を外注委託し、令和元年 11 月 22 日（金）17：00 までに、

これまでＪＢＡの業務を受託実績のある「（株）繊維情報システムセンター」､「（株）

ユカアンドアルファ」の 2社に見積書の提出を依頼し、委員長、奥谷専務理事、事務局

で委託先を選定し、次回第 5回委員会で報告してもらうことになった。 

③ 普及啓発のためのシステム効果検証作業の実施、実業務に合わせた稼動試験の実施、報告書

の作成に関して： 

・ 「トレーサビリティ情報登録システム」､「販売時点等業務効率化システム」､「返品処理

システム」の要求仕様に対する達成度をテストデータ、実際の業務データを使用して検証

する。（作業はＪＢＡと協力して行う。） 

・ システム効果検証作業には、実験用商品（1,500 点以上）へのＲＦＩＤタグ取付け、効果

検証作業後の後片付けの費用を含む。 

・ システムの試験稼動を通じて得られたデータを、従来の作業方法と比較した上で作業時間、

作業要員数、作業に必要な熟練度等の観点から分析し、行った実験内容とともに報告書に

まとめる。 

④ 好事例集の作成業務： 

・ 令和元年 12 月下旬完成予定の「トレーサビリティ情報登録システム」､「販売時点等業務

効率化システム」､「返品処理システム」を普及させることを目的に、寝具寝装品業界の

業務効率化の好事例として、システムの概要とシステムの活用によるメリットを紹介する

事例原稿を作成する。 

・ 作成した事例紹介原稿をＪＢＡの了解後、ＪＢＡ会員に配布するため 200 部印刷・製本を

行い、ＪＢＡへ納入する。 

⑤ Ｗｅｂによる事例紹介コンテンツの作成業務： 

・ ＪＢＡのＨＰへ掲載する「Ｊ－ＲＦＩＤシステム：ＲＦＩＤ技術を用いた寝具寝装品業界

用システム（トレーサビリティ情報登録システム、販売時点等業務効率化システム、返品

処理システム）」の紹介用コンテンツを作成する。 

 

2．開発システムの紹介ビデオ制作についての検討 

事務局より「資料：4-2」を基に、好事例・普及啓発事業に係わる「開発システムの紹介ビデオ制

作」の委託業務について説明をおこなった。 

① Ｊ－ＲＦＩＤシステム構築に係わる令和元年度事業ではＲＦＩＤ技術を活用した、 

・トレーサビリティ情報登録システム 

・販売時点等業務効率化システム 

・返品処理システム 
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の 3 システムを構築して、業務の効率化と更なる消費者からの信頼と支持を獲得し、売上げ

の増大と従業員の労働環境の改善を目指している。この 3 システムの紹介ビデオを、寝具寝

装品業界の企業向けに作製する。 

② 構築する「トレーサビリティ情報登録システム」､「販売時点等業務効率化システム」､「返

品処理システム」の、システム内容、使用方法、システム導入によるメリット等をナレーシ

ョン付きで、20 分間程度で分り易く紹介する。 

③ ＪＢＡのホームページから閲覧できるようにし、令和 2 年 2 月に開催予定のセミナーで使用

できるようにする。 

⇒説明後の検討の結果、上記業務を外注委託し、令和元年 11月 22日（金）17：00までに、

「（株）ハヤトインフォーメーション」､「一般社団法人日本クリエーターズ協会」の 2

社に見積書の提出を依頼し、委員長、奥谷専務理事、事務局で委託先を選定し、次回第 5

回委員会で報告してもらうことになった。 

 

3．構築システムの効果検証作業内容、見学・説明会の内容検討 

事務局より「資料：4-3」を基に、令和元年 12 月下旬完成予定の「トレーサビリティ情報登録シス

テム」､「販売時点等業務効率化システム」､「返品処理システム」の実証実験・効果検証作業、見

学説明会の実施案を説明し、検討を行った。 

① 開発システムの第１回目の効果検証、実証実験は令和 2 年１月 9 日（木）13：30～16：30、１

月 10 日（金）9：30～13：00 に西川ロジスティクス（株）古河物流センターで行う。 

② 返品処理システムの効果検証は、「従来の手作業による返品作業時間計測値」と「開発した

RFID 返品処理システムによる作業時間計測値」を比較して行う。 

③ 第 2 回目の効果検証、実証実験は、令和 2 年１月 16日（木）13：30～15：00、18：00～20：

00 に（株）西川（日本橋）にて実施する。特に、１月 16 日（木）18：00～20：00 は見学会を

兼ねて実施する。 

④ 実施する「構築システムの効果検証作業内容、見学・説明会」の内容は基本的に「資料：4-

3」記載内容に沿って行うが、詳細については今後つめていくことになった。 

 

4．ＲＦＩＤ導入への課題について 

  山本委員（西川㈱東京オフィス）より「資料：4-4」を使用して、 

① 寝具寝装品のＲＦＩＤ装着を前提に考案・検討しているシステムの運用面での課題である、タ

グの装着方法、取り付けタイミング 

② 寝具寝装品のＲＦＩＤ装着に関するシステムの技術面での課題となっている、異物検査をクリ

アできるＲＦＩＤ、読取りだけでなく書込み可能な設備 

についての説明がなされた。 
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  また、説明資料（資料：4-4）は今後の事業説明会やシステム普及イベント等で活用する他、ＨＰ

への掲載を行うことが了承された。 

 

5．ＲＦＩＤタグとタグのデザイン案の検討 

  東レインターナショナル（株）瀬尾氏より、効果検証作業、見学・説明会で使用するＲＦＩＤタ

グとタグのデザイン案を「資料：4-5」を使用して説明した。 

  検討の結果、提示されたタグのデザイン案を了承した。 

 

6．市場調査（アンケート調査）の進捗状況報告 

  事務局より、「返品処理業務」､「トレーサビリティ情報提供業務」に関するアンケート調査の進

捗状況について下記説明を行った。 

① 前回委員会で了承を得たアンケート調査票はより読みやすい体裁にして本日（11/8）午前中に

郵送配布した。 

② アンケート調査票回収締切日は 12 月 5 日を予定している。 

③ 最低でも回収率は 40％以上を目指したい。（途中で電話、Ｍail 等で催促する） 

④ 回収後の集計・分析結果は 12 月 13 日（金）開催予定の次回第 5 回委員会で説明したい。 

以上の説明内容に対し、委員全員が了承した。 

 

7．開発システム（トレーサビリテｲ情報提供システム、返品処理システム、ＰＯＳシステムのＲＦＩ

Ｄ処理対応）の検討（Ⅱ） 

  東レインターナショナル（株）瀬尾氏、中野氏より、開発システム（トレーサビリテｲ情報提供シ

ステム、返品処理システム、ＰＯＳシステムのＲＦＩＤ処理対応）の進捗状況、開発システムの

内容が、「資料：4-6」を使用して行われた。 

① システムは順調に開発中。12 月 20 日頃までには完了見込み。 

② 「資料：4-6」は昨年度開発した物流関連システムの中に、トレーサビリテｲ情報提供システム、

返品処理システム、ＰＯＳシステムを組み込んだ機能仕様書の抜粋である。⇒このあと、「資

料：4-6」の中にあるトレーサビリテｲ情報提供システム、返品処理システム、ＰＯＳシステム

の概要を説明。 

③ 1/9、1/10、1/16 の実証実験・効果検証試験には十分間に合う。 

  以上の説明に対し、全員が了承した。 

 

8．ＲＦＩＤ技術の活用事例の調査報告 

  調査事業の委託先である（株）繊維情報システムセンター金谷氏より、市場調査事業における

「ＲＦＩＤ技術の活用事例の調査」報告が、「資料：4-7」を使用して行われた。 

  説明した事例内容： 

① ＲＦＩＤを活用したカーテン生地原反管理システム 
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② ＲＦＩＤを活用した生地反物、サンプル品の管理システム：植山織物株式会社の事例 

③ メーカーズシャツ鎌倉株式会社 

④ 株式会社 ビームス 

⑤ 株式会社トライアルカンパニー（スーパーセンタートライアル） 

⑥ 株式会社 ローソン 

⑦ 株式会社 ファーストリテイリング（ユニクロ） 

   なお、リネン型ＲＦＩＤタグ、ゲート型/トンネル型ＲＦＩＤ読取装置に関する調査内容は次回

委員会で報告してもらうことになった。 

 

9． その他（今後の事業推進スケジュール等について） 

次回、「第 5 回委員会」は 12 月 13 日(金)13：30～16：00 に行うことを確認した。 

 

以 上  

 


